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浜田市指定文化財を紹介します特
集浜田市指定文化財を紹介します
11月１日から７日までは  「文化財保護強調週間」です



  
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

  「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
で
す

浜田城資料館
インスタグラム 開設中

問合せ　浜田城資料館　☎㉘7151

千年比丘１号墳主体部

４
金
城
た
た
ら
関
係
文
書

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
頃
ま
で

波
佐
村
で
た
た
ら
経
営
に
関
わ
り
、

桂か
つ
ら
ざ
こ
た
た
ら

迫
鈩
・
栃と

っ
さ
げ
た
た
ら

下
鈩
・
鍋な

べ
た
き
た
た
ら

滝
鈩
を
中
心

に
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
た
佐
竹
家

（
江
戸
時
代
は
三
浦
姓
）
と
古
和
家

に
関
す
る
文
書
の
内
、
石
見
金
城
地

域
の
た
た
ら
の
歴
史
を
知
る
上
で
代

表
的
な
文
書
11
点
及
び
絵
図
24
点
で
す
。

今
回
指
定
し
た
古
文
書
の
中
に
は
、

安
芸
国
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
が

残
さ
れ
て
お
り
、
石
見
国
の
た
た
ら

経
営
の
特
色
が
分
か
り
、
貴
重
で
す
。

ま
た
、
絵
図
に
は
、
現
在
の
浜
田

市
金
城
町
を
中
心
と
し
た
石
見
国
山

間
部
の
た
た
ら
や
鉄か

ん

な穴
に
関
す
る
も

の
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の

数
や
広
さ
が
描
か
れ
、
当
時
の
山さ

ん
な
い内

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
場
所　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

奥
の
原
古
墳
群
出
土
品

　
古
墳
時
代
前
期
の
奥
の
原
古
墳
群

（
弥
栄
町
高
内
）
か
ら
出
土
し
た
壷

棺
で
す
。

　
平
成
12
年
に
発
見
さ
れ
、
当
時
の

弥
栄
村
教
育
委
員
会
に
よ
り
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
型
の
壷
棺
本
体
と
口
縁
部
を
打

ち
欠
い
た
中
型
甕
を
転
用
し
た
蓋
が

良
好
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
時
代
前
期
の
壷
棺
は
、
石
見

地
域
で
は
少
な
く
、
特
に
山
間
部
の

古
墳
の
始
ま
り
と
小
規
模
古
墳
の
様

子
を
知
る
う
え
で
重
要
で
す
。

展
示
場
所　
弥
栄
会
館

重
富
廃
寺
跡
出
土
品

　
白
鳳
時
代
（
7
世
紀
後
半
）
〜
奈

良
時
代
（
8
世
紀
）
頃
の
古
代
寺
院

で
あ
る
重
富
廃
寺
跡
（
旭
町
重
富
）

か
ら
出
土
し
た
古
代
瓦
で
す
。

　
こ
の
瓦
は
一
般
的
な
技
法
で
あ
る

叩
き
成
形
を
行
わ
な
い
特
徴
的
な
作

り
で
、
ナ
デ
と
ハ
ケ
目
で
形
を
整
え

て
お
り
、
須
恵
器
の
作
り
方
に
影
響

を
受
け
た
在
地
色
の
強
い
も
の
で
す
。

　
軒
丸
瓦
は
外
区
に
鋸き

ょ
し
も
ん

歯
文
（
※
の

こ
ぎ
り
の
歯
の
形
の
模
様
）
を
巡
ら

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
分
寺
以

前
の
石
見
の
古
代
寺
院
に
共
通
す
る

も
の
で
、
同
種
の
文
様
は
下
府
廃
寺

跡
、
久
本
奥
窯
跡
（
江
津
市
）、
天

王
平
廃
寺
跡(

大
田
市
）
で
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
中
で
も
、
重
富
廃
寺
跡

の
軒
丸
瓦
は
、
ほ
か
の
古
代
寺
院
よ

り
も
古
い
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。

重
富
廃
寺
跡
は
石
見
最
古
の
古
代

寺
院
で
あ
り
、
出
土
し
た
古
代
瓦
は

石
見
地
域
で
の
瓦
生
産
技
術
の
つ
な

が
り
を
知
る
う
え
で
重
要
で
す
。

展
示
場
所　
旭
歴
史
民
俗
資
料
館
、

　
旭
ふ
る
さ
と
歴
史
公
園

古
墳
時
代
前
期
の
千
年
比
丘
1
号

墳(
金
城
町
長
田)

か
ら
出
土
し
た
砥

石
と
土
器
で
す
。

砥
石
は
、
古
墳
の
中
央
で
直
立
し

た
状
態
で
出
土
し
、
山
陰
各
地
域
で

類
例
の
あ
る
、
墓
上
祭
祀
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

土
器
に
は
鼓
の
形
を
し
た
器
台
と

甕
類
が
あ
り
、
鼓
形
器
台
の
時
期

は
古
墳
時
代
前
期
前
半(

３
世
紀
末) 

で
す
。

展
示
場
所　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

※　
展
示
は
、
12
月
27
日
㈰
ま
で

千
年
比
丘
１
号
墳
出
土
品

　
金
城
町
長
田
に
立
地
す
る
南
北
約

３
０
０
ｍ
の
丘
陵
に
所
在
す
る
古
墳

で
す
。

　
直
径
15
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
の
円
墳
で

あ
り
、
頂
上
部
で
は
３
つ
の
埋
葬
施

設
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
中
央
の
埋
葬
施
設
で
は
墓
上
祭
祀

が
行
わ
れ
、
そ
の
下
に
は
木
棺
の
痕

跡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
千
年
比
丘
1
号
墳
は
石
見
地
域
で

最
古
の
古
墳
で
あ
り
、
前
期
古
墳
の

調
査
例
が
少
な
い
石
見
地
域
に
お
い

て
、
山
間
部
の
古
墳
の
始
ま
り
と
小

規
模
古
墳
の
様
相
を
知
る
う
え
で
重

要
で
す
。 千

年
比
丘
１
号
墳

毎
年
、
11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の

１
週
間
は
文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。

　
今
回
、
令
和
元
年
度
に
新
た
に
指
定

し
た
、
浜
田
市
指
定
文
化
財
を
紹
介
し

ま
す
。

【
文
化
財
と
は
】

　
文
化
財
と
は
、
日
本
の
長
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
人
と
と
も
に
育
ま
れ
、

今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
人
類

の
財
産
で
す
。

　
歴
史
や
文
化
な
ど
の
正
し
い
理
解
の

至 浜田

至 広島

国道
186 号

波佐芸北線

波佐公民館

千年比丘１号墳

位置図

令和元年度指定の

浜田市指定文化財

１

２

３

５

奥の原古墳群から
出土した壷棺　

重富廃寺跡から出土した古代瓦

千年比丘１号墳から
出土した砥石と土器

金城たたらに関する絵図

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発

展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。
浜
田
市

内
に
は
、
国
指
定
8
件
、
県
指
定
17
件
、

市
指
定
73
件
の
合
計
98
件
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
（
令
和
2
年
10
月
現
在
）。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
様
々
な
歴
史
や

文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

　
☎
㉕
９
７
３
１４

１２

３５
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新型コロナウイルス感染症関連の

支援策の申請をお忘れなく

中小企業者等応援給付金 問合せ　商工労働課
　　　　☎㉕９５０１

浜田市内に主たる事業所を有する中小企業者などで、令和２年２月から10月ま
でのいずれかの月の売上が前年同月比20％以上50％未満減少した事業者に対し給
付金を支給する（法人：40万円、個人事業主：20万円）。ただし、国の持続化給付金、
浜田市水産加工事業者等応援給付金、浜田市観光関連事業者応援給付金を受給す
る事業者を除く。※　新規創業者は別条件あり。

事業者家賃補助金 問合せ　商工労働課
　　　　☎㉕９５０１

浜田市内に主たる事業所を有する中小企業者などで、令和２年２月から10月ま
でのいずれかの月の売上が前年同月比30％以上減少した月の家賃（土地・建物）
を補助する（最大３か月分、上限30万円）。※　新規創業者は別条件あり。

商業・サービス業感染症対応支援事業補助金 問合せ　商工労働課
　　　　☎㉕９５０１

浜田市内で対象の業種を営む事業者で、令和２年４月７日から12月末までの間
に取り組む「感染防止対策」や「新事業展開」に対して事業費の4/5（上限80万円、
下限８万円）を補助する。
対象業種：小売業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業、娯楽業、

　　　　　　鉄道業、道路旅客運送業、水運業

新型コロナウイルスに関する「事業者向け」支援では、国、県、市などにおいて、様々
な支援策があります。事業者の皆さんに、有効に活用していただくために、相談窓口
を設置しています。まずは電話でご相談ください。

水産加工事業者等応援給付金 問合せ　水産振興課
　　　　☎㉕９５２０

浜田市内に主たる事業所を有する水産加工事業者、鮮魚仲買事業者で、令和２
年２月から10月までのいずれかの月の売上が前年同月比20％以上減少した事業者
に対し、従業員数に応じて給付金を支給する（上限100万円）。
※　新規創業者、売上減少率20％未満の事業者は別条件あり。

◆申請期限が12月28日㈪まで

観光事業者等感染防止対策補助金 問合せ　観光交流課
　　　　☎㉕９５３０

観光事業者などに対して、マスク、消毒液などの購入費用の4/5（上限15万円）を
補助する。
●対象：宿泊事業者、旅行業者、バス・タクシー事業者、飲食店(※)　
※　営業許可証の種目に「一般食堂」又は「料理店」の記載がある事業者
●補助対象期限：12月31日㈭までに延長
●申請期限：令和３年１月29日㈮までに延長

◆対象拡充と対象期間を延長

事業者支援相談窓口　　　　　　　　　　12月28日㈪まで　　☎㉕９１５５

12月28日㈪までに
申請してください

事業者の

飲食店追加
対象期間延長

皆さん

市
で
は
、「
第
３
次
浜
田
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い

て
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
・
閲
覧
期
間

　
11
月
16
日
㈪
〜
12
月
16
日
㈬

閲
覧
場
所

・
環
境
課
（
東
分
庁
舎
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
中
央
図
書
館

※　
閉
庁
日
・
閉
館
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

※　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

指
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
意
見
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
募
集
締
切
日
必
着
で

す
。

※　
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、
氏
名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
第
３
次
浜
田
市
環
境
基
本

計
画
に
係
る
意
見
」
と
し
、
指
定
の
様
式
を
添
付
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※　
指
定
の
様
式
は
、閲
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ

・
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０
・
▢FAX
㉒
９
１
０
０

　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　

Em
ail:kankyou@

city.ham
ada.lg.jp

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
募
集
し
ま
す

新型コロ ナ ウ イ ルス感染症に関するお願い

感染防止対策の徹底をお願いします
市民の皆さんは、引き続き、感染拡大防止のため、
次の取組の徹底をお願いします。

①　感染者を非難しない
②　感染者の職場や家族を誹謗中傷しない
③　インターネット上での誹謗中傷やSNS
　　などへの差別的な書き込みをしない
④　医療従事者や社会機能維持のために
　　頑張る人々へ感謝の気持ちを持つ

防災・防犯メールの登録をお願いします
市では、「防災・防犯メール」を通じて、災害や事件などだけでなく、
新型コロナウイルス感染症に関する情報も配信しています。携帯電話や
パソコンで簡単に登録ができますので、ぜひご活用ください。
登録方法
①　次の登録用アドレスに件名・本文を入力せずにメールを送信します。
hamada@xpressmail.jp

※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、右のＱＲコードか
らアドレスを読み取ることができます。
②　返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）にインターネット接続
します。接続後、必要な情報を選択して「確認」ボタンを選択します。
③　登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。
※　迷惑メール設定により返信メールが届かない場合があります。
　「＠xpressmail.jp」のドメインを受信許可してください。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１ 問合せ　人権同和教育啓発センター　☎㉕９１６０

問合せ
防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

の支援策

した支援策

にご相談ください

①　「手洗い」の励行
②　「3つの密」を極力避ける
③　人と人との距離を保つ
④　人と会う時、話す時には「マスク」
　　を着用する

誹謗中傷などは行わないでください
新型コロナウイルスに感染した人や濃厚接触者、医
療従事者、又はその家族などを不当に攻撃したり、排
除しようとする行為が全国的に問題となっています。
新型コロナウイルスは、いつ、どこで、誰が感染し
てもおかしくありません。
市民の皆さんは、次の点を守ってください。
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国勢調査ご協力のお礼
令和２年国勢調査にご協力いただきありがとうございました。　
現在、回答いただいた調査票の記入内容を審査しています。
記入漏れや記入内容に不明な点があった場合、市から問い合わせることがありますので、

引き続きご協力をお願いします。
まだ調査票を提出していない人は、速やかに市へ提出してください。
なお、調査票が届いていない場合は、市へ連絡をお願いします。

消防団員募集 ～地域の「人と財産」を守る消防団～

浜田市のごみ処理経費

消防団は、地域に住んでいる人たちによって構成される
消防機関で、消防団員はそれぞれに自分の職業を持ちなが
ら「自分たちのまちは、自分たちで守る」という思いを胸
に、消火活動や防災活動などを行っています。
また、平時には災害を起こさないための火災予防や防災

啓発を行うなど、地域における消防・防災のリーダーとし
て、地域に密着し、住民の安全と安心を守るという重要な
役割を担っています。
消防団には、年齢18歳以上の会社員、自営業、主婦など、

職業・性別を問わず、様々な人が入団していますが、近年、
消防団員数は減少傾向にあり、地域防災力の低下が懸念さ
れています。
浜田市消防団では消防団員を募集しています。あなたも

地域の安全・安心のため、消防団員になりませんか。

問合せ　消防本部警防課　☎㉕５１６７

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

※　ごみ処理にかかった費用は、約13億1,500万円で、
このうち、ごみ袋などの売上収入約1億1,200万円
で全体の約8.5％を賄っています。

　　なお、歳入と歳出の差額である約11億6,100万円
は、税金などで補填しています。

●鉄くず売払収入　　　 2,335,686円

●資源ごみ売払収入　　12,112,805円
アルミ缶　　　 11,201,343円
スチール缶　　　　729,054円
ペットボトル　　    96,437円
ビールびん　　　　 36,655円
一升びん　　　　　 49,316円

令和元年度

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 111,910,757
ごみ搬入手数料 4,155,008
資源ごみなど売払収入 14,448,491
可燃ごみ焼却灰処分費 22,740,000
ごみカレンダー広告収入など 532,440

歳入額　合計 153,786,696

【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 52,335,756
ごみ収集経費 223,123,874
資源ごみ中間処理経費 97,350,887
不燃ごみ処理場経費 51,289,085
可燃ごみ処理場運営負担金 775,815,743
人件費 101,451,777
ごみ収集カレンダー作製費など 13,150,283

歳出額　合計 1,314,517,405

歳出額－歳入額 1,160,730,709

問合せ　総務課総務管理係　☎㉕９１２０

《
地
方
自
治
功
労
》

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防

災
に
努
め
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

上
野　
忠　
　
　
　
（
周
布
町
）

牛
尾　
直
彦　
　
　
（
熱
田
町
）

大
峠　
幸
治　
　
　
（
旭
町
木
田
）

大
谷　
竜
三　
　
　
（
三
隅
町
向
野
田
）

大
屋　
弘
治　
　
　
（
旭
町
都
川
）

岡
田　
浄　
　
　
　
（
弥
栄
町
稲
代
）

沖
原　
千
恵
美      （
内
村
町
）

倉
井　
宏
朗　
　
　
（
三
隅
町
古
市
場
）

小
林　
展
亮　
　
　
（
金
城
町
波
佐
）

佐
々
木　
悦
子　
　
（
上
府
町
）

佐
々
木　
美
佐
子　
（
上
府
町
）

田
城　
和
彦　
　
　
（
旭
町
市
木
）

近
重　
邦
昭　
　
　
（
下
有
福
町
）

寺
戸　
靖　
　
　
　
（
三
隅
町
古
市
場
）

寺
前　
万
壽
子　
　
（
佐
野
町
）

鳥
越　
敬
三　
　
　
（
三
隅
町
三
隅
）

梨
子
木　
雅
彦　
　
（
久
代
町
）

西
川　
つ
ぎ
よ　
　
（
金
城
町
久
佐
）

藤
井　
英
志　
　
　
（
三
隅
町
下
古
和
）

布
施　
政
徳　
　
　
（
長
沢
町
）

松
野　
淳
二　
　
　
（
熱
田
町
）

村
田　
浩
司　
　
　
（
熱
田
町
）

山
田　
精
一　
　
　
（
松
原
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
地
域
の
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

後
藤　
敏
雄　
　
　
（
竹
迫
町
）

隅
田　
惠
理
子　
　
（
弥
栄
町
長
安
本
郷
）

曽
利　
早
美
枝　
　
（
河
内
町
）

肥
塚　
由
美
子　
　
（
高
佐
町
）

藤
本　
静
晴　
　
　
（
旭
町
木
田
）

古
川　
邦
道　
　
　
（
熱
田
町
）

三
浦　
幸
則　
　
　
（
三
隅
町
井
野
）

宮
村　
孝
正　
　
　
（
長
沢
町
）

横
山　
光
登　
　
　
（
三
階
町
）

吉
田　
賢
子　
　
　
（
久
代
町
）

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
と

青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤　
奈
美
子　
　
（
三
隅
町
三
隅
）

　
市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多
年
の
ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
１
日
㈭
、
次
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
・
掲
載
は
50
音
順
） 浜
田
市
表
彰

令
和
二
年
度

〜 

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰 

〜

《
商
工
業
功
労
》

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
の
役
員
と
し

て
地
域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。石

田　
和
人　
　
　
（
原
町
）

櫨
山　
陽
介　
　
　
（
相
生
町
）

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
の
役
員
と
し
て
地

域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

田
中　
昌
昭　
　
　
（
国
分
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
館
長
と
し
て
地
域

に
お
け
る
生
涯
学
習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

岡
本　
修
治　
　
　
（
金
城
町
七
条
）

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
薬
剤
師
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

田
中　
眞
由
美　
　
（
長
浜
町
）

（内訳）
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浜田城資料館を見学する児童

星の話を聞く参加者

お守りの制作活動を楽しむ参加者

　９月24日㈭、交通安全テント村が、秋の交通安全運動に併せ
て、旭町丸原地内の県道５号で行われました。
　これは、交通安全対策協議会が、通勤途中のドライバーへ安
全運転を呼びかける取組で、毎年行っているものです。
　当日は、事故無しの思いを込め、旭町特産の梨や老人クラブ
が作製した手作りのマスクなどを手渡し、安全運転の啓発を行
いました。協議会委員の「安全に運転してください」の声掛け
に、ドライバーは、「交通ルールを守ります」と笑顔で答えてい
ました。

　９月19日㈯、美又公民館で、三世代交流事業「星空観察会」
が開催され、50人が参加しました。
　あいにく、この日の夜は、夜空全体が厚い雲に覆われており、
双眼鏡で星を観察することはできませんでした。
　その代わりとして、室内で宇宙の映像や講師が撮影した月食
などの珍しい写真を数多く見て、それぞれの星の特徴や、太陽
系について学びました。最後に、「次回は外で星が観察できます
ように」と願い、お星さまへのお供えでつくった「だんご」や
「かしわ餅」をおみやげに持ち帰りました。

　９月18日㈮、浜田城資料館と外ノ浦周辺で、日本遺産の誇り
でつなぐ海洋教育連携事業が行われ、松原小学校５年生の児童
22人が、北前船や外ノ浦の歴史について学びました。
　児童たちは、北前船の模型を見ながら、昔の船と今の船の造
りの違いを学んだり、外ノ浦の絵図や、市指定文化財の諸

しょ

国
こく

御
おん

客
きゃく

船
せん

帳
ちょう

を見たりして、熱心にメモを取りながら話を聞きました。
児童からは、「なぜ北前船という名前がついたのか」「諸国御客
船帳には何が書いてあるのか」などといった質問も出て、興味
津々の様子でした。

　９月17日㈭、交通安全のお守り贈呈式が行われました。
　これは、交通安全のお守りを制作する活動を行っている希
望ヶ丘団地自治会（KBO66）30人の有志により行われたもので、
今年で８年目になります。約半年前から活動が始まり、意見を
出し合いながら、お守りのデザインを決め、各自が得意な分野
を担当し、非常に細かなところまで気を配って制作しました。
　お守りは、交通安全運動期間中や、各種イベントなどにおい
て、交通事故防止の願いを込めて、地域の子どもたちなどに配
布されます。

声掛けを行いながら梨などを配る協議会委員

あさひの梨で交通事故無し
～ 交通安全テント村 ～

あさひ

日本遺産「外ノ浦」を学ぶ
～日本遺産の誇りでつなぐ海洋教育連携事業～

はまだ

星に願いをこめて
～ 三世代交流事業「星空観察会」 ～

かなぎ

地域の交通安全を願って
～ 交通安全のお守り贈呈式 ～

かなぎ

真剣に説明を受ける生徒

　綱引きをする小学生と応援する中学生

ダンボールベッドの作り方を学ぶ児童

　９月16日㈬から18日㈮までの３日間、三隅中学校の生徒３人
が、三隅支所で職場体験学習を行いました。
　この体験学習では、三隅自治区の説明や窓口業務対応、和紙
会館体験学習、道路パトロール、住民との交流活動、防災に関
することを学びました。
　生徒たちは、職場体験をとおして、「市役所には、様々な仕事
があることがわかった」、「将来、働くときに、この経験を役立
てたい」と話していました。

　９月14日㈪、弥栄中学校で、６年目となる小中学校合同運動
会が行われました。小学１年生から中学３年生までが一丸と
なって、競技や応援に取り組みました。
　コロナ禍の中、様々なイベントが中止になり、運動会も競技
数を減らすなど、規模を縮小して行われましたが、保護者の皆
さんの応援にも熱が入り、児童生徒だけでなく、大人もみんな
で盛り上がりました。
　様々な制約がある中での開催でしたが、子どもたちは心を一
つにし、笑顔で取り組み、思い出に残る運動会になりました。

　９月14日㈪、弥栄自治区敬老会実行委員会から、75歳以上の
380人を対象として、敬老の日のお祝い品が贈呈されました。
　高齢者を敬愛し、長寿を祝うために、地元の小学生によるお
祝いメッセージや金銀の折り鶴、地元企業で作られている蚕が、
繭を作るために、最初に吐き出す一番元気な糸「キビソ」を使
用し、手織りしたタオルなどが送られました。
　受け取った人は「地元の子どもと触れ合える機会があって元
気をもらいました」と大変喜んでいました。

　９月11日㈮、旭小学校で、旭小学校防災学習会が行われ、４
年生30人が学習しました。
　この日は、市職員が講師をし、災害に対する日ごろからの備
えや、水の恐ろしさ、避難方法について学びました。
　また、非常食や発電機など、学校に備蓄している物資の説明
を受け、その後、避難時に使用するダンボールベッドの組み立
て体験を行いました。児童は、10分程度で完成したダンボール
ベッドに寝そべると「意外と頑丈で、ぐっすり眠れそう」と話
していました。

小学生からお祝い品を受け取る

貴重な経験となった３日間
～ 三隅中学校　職場体験学習 ～

みすみ

元気で長生きしてね
～ 敬老の日のお祝い品を贈呈 ～

やさか

みんなで心を一つに
～ 小中学校合同運動会 ～

やさか

災害から暮らしを守る
～ 旭小学校防災学習会 ～

あさひ
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市長日記 （令和２年９月）元気な浜田をつくります （令和２年９月）市長日記元気な浜田をつくります

●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日） ●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日） ●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日）●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日）

●●に出席しました（０月00日）JAしまねいわみ中央地区本部から、カー
ブミラーの寄贈を受けました（９月24日）

秋の全国交通安全運動総決起大会を開催
しました（９月23日）

●●に出席しました（０月00日）市内中高生、医師、看護師などによる座
談会「医療系学生と話そう」を開催しま
した（９月20日）

●●に出席しました（０月00日）市内の理容店を訪問し、石見神楽を題材
にした新型コロナウイルス感染予防ポス
ターを掲示してもらいました（９月18日）

●●に出席しました（０月00日）石見神楽を題材にした新型コロナウイル
ス感染予防ポスターが完成し、記者会見
を行いました（９月15日）

●●に出席しました（０月00日）市議会の中山間地域振興特別委員会から
提言を受けました（９月14日）

●●に出席しました（０月00日）インターネットを通じて、地域活性学会
の首長セッションに出席しました
（９月13日）

●●に出席しました（０月00日）宇野地区敬老会に出席しました
（９月13日）

百寿の長寿者をお祝いしました
（９月11日）

●●に出席しました（０月00日）明治安田生命保険相互会社から、新型コ
ロナウイルス感染症対策のための寄附金
をいただきました（９月11日）

●●に出席しました（０月00日）浜田駅北ビルの竣工式に出席しました
（９月10日）

●●に出席しました（０月00日）市内初の新型コロナウイルス感染者が確
認されたため、記者会見を行いました
（９月24日）
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安
全
安
心

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

　
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

を
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
認
定
制
度
に
よ
り
、
重
篤
な
傷
病

者
が
発
生
し
た
際
の
救
命
率
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
貢
献

を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け
る
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　
こ
の
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力

を
し
て
い
た
だ
け
る
、
次
の
３
つ
の

項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業
所
に
認

定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
９
月
に
新
た
に
５
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
１
７
２
事
業

所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
認
定
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業
所
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
配
置
場
所
の
地
図
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。

新
た
に
認
証
さ
れ
た
５
事
業
所

（
順
不
同
）

・
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱
グ
リ
ー
ン
ガ
ス

支
店

・
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱
浜
田
支
店

・
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
㈱
浜
田

営
業
所

・
浜
田
市
医
師
会

・
㈱
油
屋

認定した事業所には、
表示証が提示されています

まちかど救急ステーション
認定証交付式

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
効
果
は
？

　
認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と

で
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
、
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救

命
措
置
な
ど
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
緊
急
時
は
、
お
近
く
の
認
定
事
業

所
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　
万
が
一
に
備
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
配
置
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
企

画
係　
☎
㉕
５
１
６
７

ＡＥＤマップ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
11
月
９
日
㈪
か
ら

15
日
㈰
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

防
火
標
語(

令
和
２
年
度
全
国
統
一)

「
そ
の
火
事
を　
防
ぐ
あ
な
た
に　

　
金
メ
ダ
ル
」

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

※　
お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火

の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※　
町
内
会
な
ど
で
実
施
す
る
消
火

訓
練
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
☎
㉒
１
１
６
７

生
活
・
環
境

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

　
シ
ス
テ
ム
更
新
に
係
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間
は
コ

ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
か
ら
の
証
明
書
発
行
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時

11
月
11
日
㈬　
午
前
6
時
30
分
〜

13
日
㈮　
午
前
6
時
30
分

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
㉕
９
４
０
０

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

環 境 コラムコラム

家族みんなで冷蔵庫の片づけをしよう
～毎月10日・30日は冷蔵庫クリーンアップデイ～

　まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物の
ことを「食品ロス」といいます。国内の食品ロス
は年間612万トンもあるといわれており、そのう
ち家庭からの排出は284万トンです。
（農林水産省平成29年度推計値）

家庭で発生する食品ロスは大きく分けて３つ
１　食卓にのぼった料理の食べ残し
２　賞味期限切れなどで廃棄されたもの
３　野菜の皮などの過剰に除去された可食部分

冷蔵庫クリーンアップデイでは、冷蔵庫内の消
費・賞味期限の近いものや傷みやすいものを積極
的に使い、冷蔵庫を空にしましょう。冷蔵庫を整
理することで、食品ロス削減につながります。

　クックパッド公式キッチン「浜田市びぃびくん
食堂」では、食品ロス削減につながるレシピ紹介
もしています。ぜひご活用ください。

食品ロス削減メニュー
・栄養たっぷりベジブロス（野菜の出汁）
・ベジブロスで作る簡単餡かけ茶碗蒸し
・冷凍豆腐でヘルシー焼売

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

ｅ‐Ｔａｘ
で
確
定
申
告
す
る

人
は
電
子
証
明
書
の
期
限
切

れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
が
満

了
し
て
い
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
で
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
確
定
申
告
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
付
ま
で
お
お
む
ね
１
か
月
か
か
り

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
時
期
に
間

に
合
う
よ
う
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ

る
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し
ま
す

12
月
28
日
㈪
を
も
っ
て
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
住
民
票
の
写

し
な
ど
各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し
ま
す
。

引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
㉕
９
４
０
０

　
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ

Ｐ
О
法
人
な
ど
が
行
う
環
境
保
全
活

動
の
支
援
と
し
て
、
活
動
に
必
要
な

資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
の
活
動

①
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

②
生
物
多
様
性
の
確
保

③
水
環
境
の
保
全

④
森
林
・
農
地
・
漁
場
の
保
全
と
活

用
⑤
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

⑥
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
の
推
進

⑦
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進

対
象
の
活
動
期
間　
令
和
３
年
４
月

１
日
〜
令
和
４
年
２
月
28
日

募
集
期
間

　
11
月
1
日
㈰
〜
12
月
25
日
㈮

助
成
金
額　
５
万
円
〜
80
万
円

助
成
率

　
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

※　
申
請
す
る
場
合
は
事
前
に
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

(

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

申
込
み
・
問
合
せ　
し
ま
ね
エ
コ
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
67
３
２
６
２

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て
助

成
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉

課
で
写
真
撮
影
し
、
職
員
が
代
わ
り

に
申
請
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※　
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
㉕
９
４
０
０

弥
栄
町
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
１
０
０
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
す

11
月
か
ら
弥
栄
町
に
て
石
見
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
１
０
０
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
速
回
線
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
充
実
し
、
よ
り

快
適
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

し
ま
す
の
で
、
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
㈱
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

　
☎
㉓
４
８
８
３

・
政
策
企
画
課
地
域
情
報
係

　
☎
㉕
９
２
０
０

クックパッド公式キッチン
「浜田市びぃびくん食堂」

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係　
☎
㉕
９
５
１
１

産

業

地
域
活
性
化

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　
農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

　
田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場

合
な
ど

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

　
自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農

機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す

る
場
合

※　
自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

　
農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　
転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年
２

回（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入

　
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す

　
農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
農
産
物

の
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然

災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な

く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入

減
少
を
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

拡
大
に
伴
う
収
入
減
少
も
補
償
の
対

象
で
す
。

加
入
対
象
者

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

※　
青
色
申
告
の
実
績
が
1
年
分
あ

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

補
償
対
象

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物

の
販
売
収
入
全
体
が
対
象
で
す
。

※　
所
得
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
償
内
容

保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の

9
割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ

た
額
の
9
割
を
上
限
と
し
て
補
て
ん

し
ま
す
。

基
準
収
入
金
額
は
、
過
去
の
農
業

収
入
金
額
の
平
均
額
を
基
本
に
、
保

険
期
間
中
に
見
込
ま
れ
る
農
業
収
入

金
額
を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

国
庫
負
担

保
険
料
な
ど
に
は
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

保
険
方
式　
50
％

　
積
立
方
式　
75
％

申
請
締
切

　
個
人　
12
月
28
日
㈪

　
法
人　
事
業
開
始
の
前
月

※　
試
算
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
請
・
問
合
せ　
島
根
県
農
業
共
済

組
合
浜
田
事
務
所

　
☎
㉒
１
６
２
２

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
資
材
を
提
供
し
ま
す

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議

会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業
を
活

用
し
、有
害
獣
（
サ
ル・イ
ノ
シ
シ・

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）
の
集
落
へ
の

侵
入
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
阻
止
す

る
防
護
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・

電
気
牧
柵
）
を
設
置
す
る
集
落
な
ど

に
対
し
て
資
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

提
供
し
た
資
材
の
設
置
・
維
持
管
理

は
申
請
団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
集
落
な
ど
で
資
材

の
提
供
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
要
望
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
な
ど
（
受
益

者
3
戸
以
上
）

要
件

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地
が

市
内
に
30
ａ
以
上
あ
り
、
現
に
農

作
物
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
（
遊
休
農
地
を
除
く
）

・
集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
こ
と

・
令
和
３
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
12
月
28
日
㈪

申
込
方
法　
要
望
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置
図
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
要
望
書
は
、
農
林
振
興
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

※　
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
資
材
提
供
の
決
定
は
、
令
和
３

年
の
夏
頃
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
税
を

考
え
る
週
間
で
す

テ
ー
マ　
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

期
間　
11
月
11
日
㈬
か
ら
17
日
㈫
ま
で

「
税
を
考
え
る
週
間
」
期
間
中
、

様
々
な
催
し
を
行
う
と
と
も
に
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報
」、

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
及
び
「
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
」
な
ど
、
税
の
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

問
合
せ　
浜
田
税
務
署
総
務
課　

　
☎
㉒
０
３
６
０

年
末
調
整
等
説
明
会
を
中
止

し
ま
す

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
及
び
参
加
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
安
全
を
考
慮
し
、
例

年
実
施
し
て
い
ま
し
た
年
末
調
整
等

説
明
会
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
に
関
す
る
各
種

情
報
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
年
末
調
整
特
集
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
税
務
署
総
務
課　

　
☎
㉒
０
３
６
０

税
務
・
納
税

国
税
の
納
付
を
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
国
税
を
一
時
に
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
人（
個
人・法
人
）

は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
納
税
を

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
と
、
延
滞
税

が
軽
減
又
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
運
動
能
力
は
人

間
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。
遭
遇
し

た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
山

林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が
予
想
さ
れ

る
場
所
で
は
、
ク
マ
に
出
会
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
場
合
、

人
間
の
存
在
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
除
け
の
鈴
や

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
の
出
る
も

の
を
身
に
付
け
る
の
が
一
般
的
で

す
。

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か
ら
、
人

も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付
き
に
く

く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
音
の
出

る
も
の
を
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ
り
で
離

れ
ま
し
ょ
う
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で
丸
く

な
り
、
去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

※　
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
は
、

浜
田
市
で
は
柿
と
蜂
蜜
に
特
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な

い
た
め
に
、
適
切
な
処
置
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・
果
樹
や
蜜
蜂
の
巣
箱
の
防
護
に
は

電
気
柵
が
有
効
で
す
。
農
機
具
店

に
相
談
す
る
な
ど
、
防
護
策
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
採
取
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
柿
や
栗
の
木
は
、
伐
採
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

・
に
お
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
落
下
果
樹

も
適
正
な
処
分
を
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
有
害
捕
獲
す
る
場
合

　
行
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
ク
マ

な
ど
は
、
捕
獲
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
危
険
度
の
判
断
や
捕
獲
の
手
続

の
た
め
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情

報
は
大
変
重
要
で
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発
生
し

た
り
し
た
場
合
は
、
頭
数
や
大
き
さ

な
ど
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向
な
ど
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
行
い
ま
す

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
肥
料
・
飼
料
な
ど
の
ポ
リ
袋
、

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

（
農
ポ
リ
）、農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム（
農
ビ
）、畦
畔
板（
畦

畔
シ
ー
ト
）、
農
薬
空
容
器
、
育

苗
箱

日
時　
11
月
18
日
㈬　

　
午
前
8
時
30
分
〜
10
時

場
所　
旧
Ｊ
Ａ
下
府
支
所
、
旭
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
、
弥
栄
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー

日
時　
11
月
19
日
㈭

　
午
前
8
時
30
分
〜
10
時

場
所　
金
城
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
三

隅
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
江
津
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー

回
収
方
法　
事
前
に
回
収
袋
又
は
排

出
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
購
入
し
、
袋

に
詰
め
る
か
、
袋
に
入
ら
な
い
も

の（
育
苗
箱
な
ど
）は
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
、
回
収
場
所
に
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
当
日
は
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

料
金　
20
㎏
用
回
収
袋
１
０
０
０
円
、

10
㎏
用
回
収
袋
５
０
０
円
、
排
出

用
ス
テ
ッ
カ
ー
１
０
０
０
円

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
経
済
企
画
課

　
☎
㉒
８
８
２
３

子

育

て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電

話
を児

童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
か
ど
う
か

迷
う
場
合
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た

め
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９

・
浜
田
児
童
相
談
所

　
☎
㉘
３
５
６
０

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ

る
な
ど

性
的
虐
待　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト　
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す

る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

心
理
的
虐
待　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か
ら

と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
脳
や
網
膜
に
損
傷
を
与

え
、
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り
、
命

を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と

き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
て
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
離

れ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

　
保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
子
ど
も
に
苦
痛
を
与
え
る

な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を

与
え
る
場
合
は
虐
待
に
あ
た
り
ま

す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い
時

に
は
、
保
健
師
や
保
育
所(

園)

・
幼

稚
園
・
学
校
の
先
生
に
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係　
☎
㉕
９
３
３
１

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の

併
給
調
整
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
現
在
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
障
害
年
金
額

が
児
童
扶
養
手
当
額
を
上
回
る
場
合

に
は
、
児
童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き

ず
、
就
労
が
難
し
い
人
は
、
厳
し
い

経
済
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
、
児
童
扶

養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
児

童
扶
養
手
当
の
額
と
障
害
年
金
の
子

の
加
算
部
分
の
額
と
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
年
金
以
外
の
公
的
年

金
な
ど
（
※
）
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
、
そ
の
差

額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
ま
す
が
、
改
正
後
も
同
じ
く
受
給

で
き
ま
す
。

（
※
）
遺
族
年
金
、
老
齢
年
金
、
労

災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続

　
既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
原
則
、
申
請
は
不
要
で
す
。
そ

れ
以
外
の
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
市
へ
の
申
請

が
必
要
で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
３

月
１
日
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
、
事
前

申
請
は
可
能
で
す
。

申
請
場
所

・
子
育
て
支
援
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

支
給
開
始
月

通
常
、
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か

ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
た
た

め
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
人
の
う
ち
、
令
和
３
年
３
月

１
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、
令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で
に

申
請
す
れ
ば
、
令
和
３
年
３
月
分
の

手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。
令
和
３

年
３
月
分
と
４
月
分
の
手
当
は
、
令

和
３
年
５
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

　
☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課　
　
　
　

健
康
・
福
祉

ご
存
知
で
す
か
？
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

対
象　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
生

活
を
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
病

院
な
ど
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額　
２
７
３
５
０
円

支
給
月　
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
生
活
を
し

て
い
る
人
（
た
だ
し
、
障
が
い
を

理
由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額　
１
４
８
８
０
円

支
給
月　
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と
し

た
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額　
１
級　
５
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

２
級　

３
４
９
７
０
円

支
給
月　
4
月
・
8
月
・
11
月

※　
障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対
象

に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明
し
た

指
定
の
診
断
書
を
も
と
に
判
定
を

行
い
ま
す
。

※　
本
人
、
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

※　
障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
㉕
９
３
２
２

農
林
水
産
業
収
益
向
上
緊
急

支
援
事
業(

農
業)

の
ご
案
内

小
規
模
事
業
者
向
け
定
額
補
助
金

農
業
者
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

経
営
を
継
続
し
、
生
産
を
回
復
・
拡

大
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
施
設
の
整

備
や
機
械
・
設
備
の
導
入
を
支
援
し

ま
す
。

対
象
者　
農
業
者
又
は
法
人(

常
時
、

従
業
員
20
人
以
下
の
事
業
者
）

※　
複
数
の
農
業
者
に
よ
る
共
同
申

請
可
（
上
限
10
人
）

補
助
対
象　
省
力
化
・
非
接
触
化
に

資
す
る
も
の
と
し
て
、
県
が
指
定

す
る
機
械
・
設
備
な
ど
の
導
入
経
費

補
助
金
額　
上
限
50
万
円

（
１
農
業
者
当
た
り
）

申
請
締
切　
12
月
10
日
㈭

問
合
せ 

西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉙
５
５
９
２

問
合
せ

　
広
島
国
税
局
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
６
８
３
‐
７
５
４

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で　
土
日
祝
日
除
く
）
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11月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

11月９日㈪
 9:00～ 9:30 石見公民館
13:00～13:15 黒沢公民館
13:45～14:45 岡見公民館

11月15日㈰
休日検診

 8:00～11:00 市役所第２東分庁舎２階13:00～14:00
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶食
　です。午後に受診する場合は、受診６時間前には必ず
　食事を済ませてください。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
　ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など
※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度の
　飲水は可能です。

　がん検診を受けるにあたり、広報はまだ５月号（Ｐ
23）の注意事項を参考にしてください。浜田市に住
民票がある人は、住所地に関係なく、以下のどの会
場でも無料で受診することができます。がん検診受
診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・運
転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場合は、２
回目以降全額自己負担となります。

（子宮頸がん検診のHPV検査と妊婦健診のHPV検
査も重複の対象になります）

※　新型コロナウイルス感染症の今後の流行状況に
よっては、急遽中止にする場合もあります。

※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、検診車による胃がん検診・子宮頸がん検診を
予約制にしています。

※　申込み状況によっては、希望に添えない場合も
あります。

※　検診当日は体温を測って、発熱・咳など体調不
良の人は、受診を取りやめてください。また、受
診する際は、マスクの着用をお願いします。

問合せ
　　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
          及びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
令和３年２月26日㈮まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場

11月８日㈰
休日検診

 9:30～11:30 市役所第２東分庁舎２階13:00～15:00

11月20日㈮  9:00～11:30 浜田公民館13:00～15:00

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要です。
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間

江木医院
令和３年２月27日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和３年２月26日㈮まで

実施場所

江木医院　☎㉒１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

11月５日㈭

 9:00～ 9:30 長浜公民館
 9:45～10:00 長浜商港会館
10:30～11:00 津摩児童館
13:00～13:30 周布公民館
14:00～14:30 大麻公民館

結核肺がん検診
対象　40歳以上
予約　不要
問診票
・広報はまだ４月号と一緒に配布した各種健（検）診
日程表（P7）や市ホームページに掲載しています。
・市役所本庁舎１階健康医療対策課・各支所市民福祉
課・各公民館にあります。

実施日 受付時間 会　場 実施日 受付時間 会　場

11月10日㈫

9:00～ 9:30 市役所三隅支所

11月17日㈫

 9:00～ 9:15 後野８町内公民館
 9:50～10:10 三隅保健センター  9:30～ 9:45 後野４町内公民館
10:30～10:45 中組集会所 10:00～10:15 石見公民館佐野分館
11:10～11:25 旧古湊漁村センター 10:30～10:45 石見公民館宇津井分館
13:00～13:30 三保公民館 11:05～11:20 河内集会所

11月11日㈬

 9:00～ 9:10 上古和集会所 11:35～12:00 ラ・ペアーレ浜田
 9:25～ 9:35 黒沢公民館 13:15～13:30 浜田ビューティーカレッジ
10:00～10:10 河内集会所 13:45～14:00 緑ヶ丘相談室
10:30～10:40 井川集会所 14:20～14:35 靴のまつむら駐車場
11:00～11:10 小原集会所

11月19日㈭

 9:00～ 9:10 長見町２町内公民館
13:00～13:20 大麻公民館  9:20～ 9:30 石見公民館長見分館
13:40～13:55 陽光台集会所 10:00～10:10 西岡公民館
14:15～14:30 門田地区公民館 10:20～10:30 石見公民館細谷分館
14:50～15:05 JFしまね浜田支所津摩出張所 10:45～10:55 三階町東岡公民館

11月12日㈭

 8:30～ 9:00 周布公民館 11:10～11:20 三階町５町内公民館
 9:15～ 9:30 日脚児童館 13:00～13:10 野原２町内公民館
9:45～10:00 長浜商港会館 13:20～13:40 総合福祉センター
10:15～10:55 長浜公民館 13:55～14:05 竹迫４町内集会所
13:00～13:10 桜ヶ丘警察官宿舎横 14:25～14:55 石見公民館
13:25～13:40 長沢２町内児童館

11月24日㈫

 9:00～ 9:10 福井集会所
13:55～14:10 二反田団地集会所  9:30～ 9:50 石原集会所
14:25～14:40 生湯町4町内会集会所 10:10～10:30 美川公民館
14:55～15:05 生湯町3町内公民館 10:45～11:00 一の瀬集会所
15:20～15:35 めさまし食堂看板前 11:15～11:30 草森勝美様宅前（鍋石町）

11月15日㈰
休日検診

8:00～11:00 市役所第２東分庁舎２階 13:00～13:10 櫟田原公民館
13:00～14:00 13:25～13:35 田橋児童館

11月16日㈪

 9:00～ 9:20 国府公民館有福分館

11月25日㈬

 9:00～ 9:30 浜田公民館
 9:35～ 9:45 大垰口バス停（大金町）  9:45～10:00 紺屋町　ふれあい広場
10:00～10:25 順興寺前 10:15～10:30 琵琶町集会所
10:40～11:05 上府三宅集会所 10:45～11:00 医師会館前
13:00～13:20 久代公民館 11:15～11:30 ジョイプラザ
13:40～14:00 国分自治会館 13:00～13:15 瀬戸見文化センター
14:20～14:40 JFしまね浜田支所国府出張所 13:30～14:40 浜田保健所
14:50～15:30 国府公民館 14:30～14:45 瀬戸ケ島集会所

・検診時期にあわせて広報はまだと一緒に配布します。
※　受診する際は、事前に記入してください。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１
　　　　各支所市民福祉課

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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対象者　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、職場検診や人間ドックなどで大腸がん検
診を受診した人は、受ける必要はありません。

※　浜田自治区の検診日程は、「広報はまだ」令和３年
１月号に掲載します。

受診料　無料
検診方法
　郵送により行います。次の流れを確認し、間違いの
ないようにお願いします。

検診の流れ
　① 検診会場で受診票を記入し、提出する。
　※ 　新型コロナウイルス感染症対策として会場での
３密を避けるため、会場では受診票の受付のみと
します。

　※ 　職場やグループで取りまとめて申し込みを希望
する場合は、容器配布について個別に相談に応じ
ます。以下の問合せ先までご連絡ください。

　　　↓
　② 自宅に、検査容器が市から郵送される。
　（検査容器・返信用封筒・便の取り方説明文などを
同封しています）

　　　↓
　③ ２日間採便し、容器を返信用封筒に入れて、提出
期間中にポストへ投函する。

　※　期間より前や後にならないようご注意ください。
　　　↓
　④ 結果は、検査容器提出後、１か月程度で検査機関
から自宅に郵送されます。

大腸がん検診を受けましょう

問合せ　
金城支所市民福祉課　　☎42１２３５
旭支所市民福祉課　　　☎45１４３５
弥栄支所市民福祉課　　☎48２６５６
三隅支所市民福祉課　　☎32２８０６

検診日程
受付日 受付時間 会場

11月２日㈪
 9:00～ 9:30 木田生活改善センター
10:00～10:30 重富生活改善センター
11:00～11:30 都川高齢者活動促進センター
13:30～14:00 市木生活改善センター

11月４日㈬

 9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課
9:00～ 9:30 みまた会館
10:00～10:30 くざ会館
11:00～11:30 ふれあい会館
13:15～13:45 小笹集会所
14:15～14:45 おぐに会館
15:15～15:45 ときわ会館

11月５日㈭ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課市役所旭支所市民福祉課
11月６日㈮ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課
11月９日㈪ 9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課

11月17日㈫
9:00～ 9:30 海石集会所
10:00～10:30 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月18日㈬

9:00～ 9:30 松原集会所
10:00～10:30 中組集会所
11:00～11:30 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館
14:30～15:00 三隅保健センター

11月19日㈭
9:00～ 9:30 三保公民館
10:30～11:00 岡見公民館
13:30～14:00 みのり会館
14:30～15:00 旧井野児童館

11月20日㈮ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課
11月25日㈬ 9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月26日㈭ 9:00～11:30 弥栄老人福祉センター

保
険
・
医
療

年

金

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る

と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身
の
年
金

記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試

算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

※
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n_net/

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す

欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
左
記
の

地
区
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
か
ら
新

し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
11

月
30
日
ま
で
で
す
。

旭
地
区　
木
田
（
木
田
１
・
木
田
２

上
・
木
田
２
下
）、
山
ノ
内
（
山

ノ
内
上
）　
服
部
舞
野　

(

敬
称
略)

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

ま
め
ネ
ッ
ト
と
は
？

　
「
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
を
持
っ

て
い
る
人
の
診
療
情
報
を
県
内
の

様
々
な
医
療
機
関
な
ど
で
共
有
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

次
の
よ
う
な
人
に
お
す
す
め
で
す

・
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
人

・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

・
乳
幼
児
、
高
齢
者

　
「
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
の
作
り

方
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
し
ま
ね
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会

　
☎
０
８
５
３
㉒
８
０
５
８

ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
す
か
？

松江赤十字病院研修医２年目の上野彩夏と申しま
す。早くも２年間の研修医生活が終わろうとしていま
す。新しいこと、知らないことの連続に苦労しながら
も、多くの人たちに支えていただき、充実した研修を
送ることができました。患者さんには大切なことをた
くさん教えていただきました。
これからも自分のなりたい医
師像に近づけるように、患者
さん一人ひとり丁寧に向き合
い、謙虚に精進していきたい
と思います。

市民の皆さんいかがお過ごしでしょうか。
昨年から浜田医療センターで初期研修を始
め、一年半が経過しました。指導医のもと
皆さんの診療にあたり、一年半で身につい
た力を実感するとともに未熟な部分も痛感
する毎日です。さて、今年に入り新型コロ
ナウイルス感染症の流行が続いています。
感染症対策の意識が根付く機会になるとも
考えられますが、一日も早く皆さんが家族

や友人と穏やかに
過ごせる日が来る
ことを願っていま
す。今後も就寝前
の省察を続け、医
師として成長して
いきたいと思いま
す。濱崎由文さん

上野彩夏さん

浜田の地域医療を支えるために
各病院に勤務する研修医から
便りが届きました

研修医 だよりだより

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。
　２枠を結合して広告を掲載することもできます。
申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎㉓２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています 浜田市広報 Facebook

市長公室総合調整係が取材するイベント
情報や、広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebookで発信しています。
「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室総合調整係　☎㉕９１５１

1819 広報はまだ：令和２年11月号広報はまだ：令和２年11月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ



有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

子
ど
も
・
若
者
は
、
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
、
全
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
、
自

立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か
に
成
長

す
る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、

不
登
校
な
ど
社
会
生
活
を
円
滑
に
営

む
上
で
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若

者
に
対
す
る
支
援
や
、
少
年
非
行
、

い
じ
め
、
児
童
虐
待
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
で
子
ど
も
・
若
者
が
被
害
者
と

な
る
事
件
な
ど
社
会
全
体
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
国
で
は
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、
11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地

域
社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支
援

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
☎
㉕
０
９
８
５

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

※　
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

相
談

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓
口

　
☎
㉘
３
４
３
４

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

　
☎
㉕
９
３
３
１

市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
ん

で
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て

人
権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
催
す
る
人
権
・
同
和
教

育
研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。　

※　
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で

　
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
な
ど
を

希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
す
る
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
人

権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人
権

課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で
行

い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

11
月
12
日
㈭
か
ら
25
日
㈬
ま
で
の

2
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
の
こ
と
で
す
。
身
体
的
暴
力
に
限

ら
ず
、精
神
的
暴
力・経
済
的
暴
力・

性
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
が

含
ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
も
、
暴

力
は
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
子
ど

も
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル

間
で
起
き
る
Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

い
い
、
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動
も
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被

害
者
を
な
く
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
し
な
い
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解

し
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談
す

る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

人

権

松
江
地
方
法
務
局
、
島
根
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
12
日

㈭
か
ら
18
日
㈬
ま
で
の
１
週
間
を
、

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
と
定
め
、
相
談
受

付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
行

為
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
な
ど
の
性
的

被
害
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
し
た
不
当
な
差
別
や
偏

見
な
ど
で
困
っ
て
る
人
、
周
り
で
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と
い

う
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

期
間　
11
月
12
日
㈭
〜
18
日
㈬

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

問
合
せ　
松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課　
☎
０
８
５
２
32
４
２
６
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相
談

を
行
い
ま
す

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
令
和

２
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
へ
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
こ
の
証
明
書
（
又
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
令
和

３
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
あ
て
に
送
付
さ
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　
人
権
同
和
教
育

啓
発
セ
ン
タ
ー　
☎
㉕
９
１
６
０
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伝 言 板
まちかど募

　
　集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
11
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪

抽
選
日　
12
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
令
和
３
年
１
月
中
旬

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
　
　談

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

日
時　
11
月
18
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容　
治
療
体
験
者
に
よ
る
相
談
会

料
金　
無
料

島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部

　
　
　

     

調
停
手
続
相
談
会

日
時　
11
月
20
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

内
容　
金
銭
や
家
族
の
も
め
ご
と
、

　
相
続
・
土
地
建
物
な
ど
の
争
い
ご
と

料
金　
無
料

問
合
せ　
松
江
地
方
裁
判
所
浜
田
支

部　
☎
㉒
０
６
７
８

日
時　
11
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー
（
旭
支
所
前
）

内
容　
相
続
、
遺
言
、
財
産
管
理
、

不
動
産
登
記
な
ど

料
金　
無
料

※　
当
日
は
電
話
相
談
も
行
い
ま
す
。

　
☎
０
１
２
０
‐
５
５
５
‐
１
９
２

問
合
せ　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

自
衛
官
候
補
生
男
女
（
陸・海・空
）

受
験
資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
試
験
日
の
前
々
日
ま
で

試
験
日　
①
12
月
５
日
㈯

　
　
　
　
②
令
和
３
年
１
月
16
日
㈯

試
験
内
容　

筆
記
試
験
・
口
述
試

験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

受
験
資
格　
令
和
３
年
４
月
１
日
現

在
、
中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教
育
学

校
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
含
む
）

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　
令
和
３
年
１
月
６
日
㈬

ま
で

一
次
試
験　
令
和
３
年
１
月
23
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
城
山
ビ
ル

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
㉑
０
０
１
５

　
浜
田
出
張
所　
☎
㉒
１
３
３
４

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅　

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
11
月
10
日
㈫

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
㉒
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
浜
田
土
建
㈱　
☎
㉒
１
４
１
７

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
７
０
９
６



有

料

広

告

お
出
か
け

島
根
県
出
身
者
同
士
の
出
会
い
の
場

「
島
コ
ン
」の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

日
時

　
・
12
月
５
日
㈯　
午
後
７
時
か
ら

　
・
令
和
３
年
１
月
24
日
㈰

　
　
午
後
６
時
か
ら

料
金　
３
０
０
０
円
（
資
料
代
、
島

根
県
特
産
品
代
）

※　
資
料
の
み
の
場
合
は
５
０
０
円

問
合
せ　
島
根
県
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
課
企
画
推
進
グ
ル
ー
プ　

　
☎
０
８
５
２
㉒
６
４
７
５

求
職
者
と
求
人
企
業
と
の

　
　
意
見
交
換
会
・
見
学
会

対
象　
女
性

日
時　
11
月
26
日
㈭

・
意
見
交
換
会

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・
職
場
見
学
会
（
希
望
者
の
み
）

　
午
後
２
時
30
分
〜

場
所　
い
わ
み
ー
る

定
員　
10
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン

タ
ー
浜
田　
☎
㉕
５
２
０
７

第
２
１
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

金
城
町
七
条
で

　
　
　
　
広
島
街
道
を
歩
く

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

日
時　

11
月
29
日
㈰(

雨
天
中
止) 

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
金
城
支
所
に
集
合
し

移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
5
時
以
降 

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
　
亡
く
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

日
時　
11
月
21
日
㈯　
午
後
２
時
〜

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

消
費
者
交
流
会

冬
野
菜
を
使
っ
て

　
　
　
キ
ム
チ
作
り
に
挑
戦

日
時　
12
月
10
日
㈭　

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地

区
本
部

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
11
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮
に

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
営
農
経
済
部
営
農
企
画
課
へ

　
☎
㉒
８
８
１
２

石
州
刀
剣
会
定
例
鑑
賞
会

日
時　
11
月
21
日
㈯　

　
正
午
〜
午
後
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

会
費　
３
０
０
０
円

申
込
み　
中
野
宅
吉
さ
ん

　
☎
０
８
０
‐
１
９
２
２
‐
３
９
４
６

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
・
介
護
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

対
象　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
資
格
要
件
あ
り
）

日
時　
11
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る　

内
容　
介
護
の
基
本
的
理
解
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
職
場
説
明
会
な
ど

定
員　
15
人

料
金　
無
料

問
合
せ　
11
月
16
日
㈪
ま
で
に
社
会

福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

石
見
分
室
）
へ　
☎
㉔
９
３
４
０

日
時　
11
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会

「
体
罰
に
よ
ら
な
い

　
　
　
　
し
つ
け
っ
て
？ 
」

浜
田
国
際
交
流
協
会

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

日
時　
12
月
６
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
30
人

料
金　
７
０
０
円

申
込
み　
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ　
☎
㉔
１
２
４
１

犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時　
12
月
６
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

定
員　
８
組（
先
着・１
組
２
人
ま
で
）

※　
飼
犬
と
一
緒
に
参
加

料
金　
無
料

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

・ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
無
料
デ
ー

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

日
時　
11
月
21
日
㈯　
午
前
９
時　

※　
23
日
㈷
は
終
日
、
専
用
利
用
の

た
め
一
般
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

料
金

　
滑
走
料　
一
般　
　

１
１
５
０
円

　
高
校
生
・
大
学
生　
　
７
３
０
円

　
中
学
生
以
下　
　
　
　
５
１
０
円

　
貸
靴
料　
　
　
　
　
　

４
１
０
円

　
貸
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
は
次

の
大
会
を
中
止
し
ま
す
。

・
第
58
回
浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会
、

第
２
回
浜
田
ち
び
っ
こ
駅
伝
競
走
大
会

・
第
38
回
浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

問
合
せ　
斎
藤
博
之
さ
ん　

　
☎
０
９
０
‐
７
８
９
２
‐
４
２
０
８

浜
田
市
陸
上
競
技
協
会

陸
上
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

日
時　
11
月
１
日
㈰

　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　
石
見
大
崎
鼻
灯
台（
江
津
市
）

問
合
せ　
浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
㉗
０
７
７
２

11
月
１
日
は
「
灯
台
記
念
日
」

石
見
大
崎
鼻
灯
台　
一般
公
開

日
時　
11
月
８
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
20
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

※　
大
会
の
中
で
、
浜
田
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
制
定
に

関
す
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係　
☎
㉕
９
２
０
１

市
民
憲
章
推
進
大
会

し
ま
ね
映
画
祭
浜
田
会
場
上
映
会

テ
ー
マ
作
品
「
花
の
あ
と
さ
き　
ム

ツ
ば
あ
さ
ん
の
歩
い
た
道
」

（
上
映
時
間
１
１
２
分
）

日
時　
11
月
21
日
㈯　

　
午
後
１
時
30
分
〜　

場
所　
弥
栄
会
館

定
員　
１
０
０
人

料
金　

前
売
一
般　

５
０
０
円　

（
当
日
２
０
０
円
増
）

　
　
　
大
学
生
以
下　
　
　
無
料

日
時　
11
月
22
日
㈰　
午
前
10
時
〜

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

定
員　
２
５
０
人
（
全
席
指
定
）

料
金　
前
売
一
般　

１
０
０
０
円　

小
学
生
〜
大
学
生　
５
０
０
円　

　
（
当
日
２
０
０
円
増
）

※　
来
場
者
に
先
着
で
花
の
苗
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
両
会
場
）

一
般
作
品
「
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
ー 

海
の
う
た
」
吹
替
版

　
（
上
映
時
間
93
分
）　

日
時　
11
月
22
日
㈰　
午
後
２
時
〜

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

定
員　
２
５
０
人
（
全
席
指
定
）

料
金　
前
売
一
般　

１
０
０
０
円　

  

　
小
学
生
〜
大
学
生　
５
０
０
円　

（
当
日
２
０
０
円
増
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、
弥
栄
会
館

日
時　
11
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
７
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

申
込
み　
11
月
４
日
㈬
〜
13
日
㈮
に

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係
へ

　
☎
㉕
９
４
２
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ
探
検
隊
」

日
時　
11
月
20
日
㈮

　
午
前
11
時
〜
11
時
20
分

定
員　
４
組
（
先
着
）

申
込
み　
当
日
1
階
総
合
案
内
所
へ

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
た
か
ら
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
11
月
９
日
㈪　
午
前
10
時
〜

定
員　
15
組
（
先
着
）

料
金　
２
０
０
円
（
１
セ
ッ
ト
）

申
込
み　
当
日
1
階
総
合
案
内
所
へ

体
験
ス
ク
ー
ル

「
海
辺
を
歩
い
て
、
漂
着
物
を
観
察

し
よ
う
」

日
時　
11
月
15
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
周
辺
の
海

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
学
習
交
流
係
へ　
☎
㉘
３
６
１
４

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　
1
日
㈰　
周
布
鳶
巣
神
楽
保
存
会

　

３
日
㈷　
長
澤
社
中

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
㉘
３
１
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

益
田
糸
操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
定
期

公
演

日
時　
11
月
１
日
㈰ 

　
午
後
１
時
30
分
〜

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

定
員　
１
１
０
人
程
度

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般　
５
０
０
円

　
高
校
生
以
下
無
料

し
ま
ね
映
画
祭
益
田
会
場
上
映
会

「
花
の
あ
と
さ
き　
ム
ツ
ば
あ
さ
ん

の
歩
い
た
道
」

（
上
映
時
間
１
１
２
分
）

日
時　
11
月
20
日
㈮
、
21
日
㈯

　
①
午
前
10
時
〜　
②
午
後
3
時
〜

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

　
前
売
一
般　

１
０
０
０
円

　
当
日
一
般　

１
２
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

※　

３
歳
未
満
無
料

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

　
11
月
14
日
㈯
ま
で
に
要
申
込
み

※　
チ
ケ
ッ
ト
は
グ
ラ
ン
ト
ワ
の
み

で
販
売
（
電
話
予
約
可
）

オ
ー
プ
ン
特
別
イ
ベ
ン
ト

　
ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
無
料
デ
ー

日
時　
11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

料
金　
滑
走
料
無
料

（
貸
靴
な
ど
は
有
料
）

問
合
せ　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
☎
㉘
１
３
０
０

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

山
光
会(

石
見
地
区)

展
覧
会

中
止
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
毎
年
11
月
に

開
催
し
て
い
る
展
覧
会
を
中
止
し
ま
す
。

問
合
せ　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会

(

石
見
地
区)　
金
本
裕
行
さ
ん

　
☎
０
８
５
６
㉒
６
４
４
６

講
師　
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・

福
岡
代
表
理
事  

重
永
侑
紀
さ
ん 

定
員　
50
人
（
先
着
） 

　
（
託
児
あ
り
・
要
申
込
み
）

申
込
み　
は
ま
だ
Ｃ
Ａ
Ｐ

　
☎
０
９
０
‐
８
０
６
９
‐
３
３
３
１

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 ９日㈪･24日㈫
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ２日㈪･９日㈪
16日㈪･24日㈫
30日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

　11月の展示替え休館日
　　　　11月１日㈰・2日㈪

石本正「鶏頭」
1991（平成３）年

vol.205
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

石
本
正　
絵
を
描
く
と
い
う
こ
と　

期
間　
12
月
21
日
㈪
ま
で

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正 

日
本
画
大
賞
展
の
あ
ゆ
み
‐
歴
代

受
賞
作
品
展
‐

期
間　
11
月
３
日
㈷
〜
12
月
21
日
㈪

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

石
本
正
生
誕
１
０
０
年
記
念　

11
月
７
日
㈯
、
8
日
㈰
は
石
正
無
料
＆
作
品
解

説
会

　
当
館
で
は
、
毎
年
「
み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
同
時
に
無
料
観
覧
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
は
、
展
示
室
を

無
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
作
品
解
説

会
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

作
品
解
説
会
（
約
45
分
間
）　

　
①
午
前
11
時
〜　
②
午
後
２
時
〜
（
両
日
）

定
員　
各
回
10
人
（
要
予
約
）

ス
イ
ー
ツ
粘
土
「
ミ
ニ
ほ
う
き
デ
コ
」　

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
ス
イ
ー
ツ
粘
土
を

使
っ
た
シ
ッ
ク
な
ミ
ニ
ほ
う
き
デ
コ
は
い
か
が

で
す
か
？
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
壁
掛
け
ア
レ
ン
ジ
と

し
て
、
玄
関
や
お
部
屋
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る

ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
元
の
お
そ
う
じ
に
も

役
立
ち
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈯　

　
①
午
後
１
時
〜
１
時
50
分　

　
②
午
後
２
時
〜
２
時
50
分

参
加
費　
８
５
０
円

定
員　
各
回
10
人
（
要
予
約
）

講
師　
ア
ト
リ
エ
カ
ロ
ス　
琴
野
和
世
さ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
天
井
画
鑑
賞
ツ
ア
ー

　
開
催
中
の
展
覧
会
「
石
本
正　
絵
を
描
く
と

い
う
こ
と
」
の
作
品
解
説
と
あ
わ
せ
、
美
術
館

の
象
徴
で
あ
る
塔
天
井
画
を
、
学
芸
員
が
特
別

に
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　
11
月
21
日
㈯　
午
後
２
時
〜
２
時
45
分

※　
観
覧
料
が
必
要
で
す

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

秋
の
夜
長
を
図
書
館
で
Ⅱ

　
11
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮
の
両
日
、
中
央
図

書
館
は
開
館
時
間
を
午
後
９
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。た
だ
し
、午
後
７
時
以
降
は
、「
閲
覧
」

「
貸
出
」「
返
却
」
の
み
と
し
ま
す
。

一
夜
一
冊
〜
は
ま
だ
読
書
夜
会
〜
秋
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
企
画

お
話
「
あ
な
た
に
贈
り
た
い
絵
本
」

　
後
半
は
各
自
お
す
す
め
の
一
冊
を
持
参
し
、

紹
介
し
ま
す
。
話
を
聴
く
だ
け
で
も
大
歓
迎

で
す
。

日
時　
11
月
５
日
㈭　
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

講
師　
鎌
田
由
美
さ
ん
（
絵
本
専
門
士
）

料
金　
無
料

定
員　
先
着
20
人

問
合
せ　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会　
栗
栖
さ
ん

　
☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
７
９
４
０

図
書
館
寄
席

　
昨
年
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
第
２
弾
を
開
催

し
ま
す
。
図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人

も
気
軽
に
聴
き
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
６
日
㈮　
午
後
７
時
30
分
〜

会
場　
1
階
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

出
演　
夏
風
亭
志
ん
悟
さ
ん

　
　
　
橋
元
屋
幸
守
さ
ん

料
金　
無
料

定
員　
先
着
20
人

問
合
せ　
中
央
図
書
館　
☎
㉒
０
４
８
０　

《
簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内
》

　
佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
の
本
の
入
替
え

を
11
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

貸出ベスト10（令和２年９月期）
順位 タイトル 著者
1 クスノキの番人 東野　圭吾
2 少年と犬 馳　星周
3 首里の馬 高山　羽根子
4 流浪の月 凪良　ゆう
５ 希望の糸 東野　圭吾
６ 雨の中の涙のように 遠田　潤子
７ カケラ 湊　かなえ
８ 焦眉 今野　敏
９ 破局 遠野　遥
10 いちねんかん 畠中　恵

浜
田
市
と
の
共
同
研
究

　
島
根
県
立
大
学
久
保
田
典
男
研
究

室
で
は
、「
浜
田
市
内
中
小
企
業
に

お
け
る
事
業
承
継
の
課
題
と
支
援
策

に
関
す
る
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
、
浜

田
市
と
共
同
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
本
研
究
で
は
、
大
学
生
が
浜
田
市

内
中
小
企
業
の
経
営
者
に
対
し
て
事

業
承
継
の
課
題
な
ど
に
関
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、

「
若
者
の
視
点
」
を
取
り
入
れ
た
事

業
承
継
の
課
題
解
決
の
方
策
を
提
示

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

春
学
期
に
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
会
合
で
は
、
ゼ
ミ
生
や
市
、
商

工
団
体
の
関
係
者
が
研
究
の
方
向
性

を
確
認
す
る
な
ど
ゼ
ミ
生
を
中
心
に

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
浜
田
市
と
の
共
同
研
究
で
は
、
今

年
度
６
件
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生

及
び
教
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
へ
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
連
携
交
流
課　

　
☎
㉕
９
０
６
３

浜田市との共同研究活動の様子

第
４
回　
新
学
部
コ
ー
ス
紹
介

（
地
域
公
共
コ
ー
ス
）

　
今
月
は
、
地
域
公
共
コ
ー
ス
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
本
コ
ー
ス
は
、
将
来
、

公
務
員
と
し
て
ふ
る
さ
と
の
発
展
に

貢
献
し
た
い
人
、
地
域
の
発
展
に
向

け
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
た
い

人
、
法
律
や
政
策
を
通
じ
て
、
政
治

や
社
会
の
仕
組
み
を
学
び
た
い
人
に

適
し
た
コ
ー
ス
で
す
。

学
び
の
特
徴

　
法
、
政
治
・
行
政
、
社
会
に
関
す

る
専
門
知
識
に
加
え
て
、
経
済
、
環

境
、
交
通
な
ど
の
多
様
な
領
域
を
学

び
、
社
会
的
課
題
を
理
解
す
る
力
を

培
い
ま
す
。
ま
た
、
担
当
教
員
に
よ

る
少
人
数
の
ゼ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
、

公
共
的
な
観
点
か
ら
自
分
の
考
え
を
、

ま
と
め
、
発
表
し
、
議
論
す
る
こ
と

で
、
課
題
解
決
策
を
「
政
策
」
と
い

う
形
で
構
想
す
る
力
を
身
に
つ
け
ま

す
。

科
目
の
紹
介

【
地
域
交
通
政
策
論
】

　
中
山
間
地
域
や
地
方
都
市
の
公
共

交
通
の
現
状
と
課
題
を
学
び
、
さ
ら

に
各
地
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
交

通
政
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
な
ど

の
関
係
性
も
踏
ま
え
た
、
望
ま
し
い

交
通
政
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
地
方
自
治
論
】

　
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
の
自
治

体
を
対
象
に
、
自
治
、
行
政
、
選
挙
、

財
政
、
税
な
ど
の
各
制
度
に
つ
い
て
、

中
央
と
地
方
の
関
係
も
踏
ま
え
な
が

ら
学
び
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
地
方

自
治
に
影
響
を
与
え
た
米
国
の
地
方

自
治
と
も
比
較
し
な
が
ら
地
方
分
権

時
代
に
お
け
る
日
本
の
国
と
自
治
体

と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

す
。

ＷＥＢオープンキャンパス
特設サイト

新学部特設サイト

問
合
せ　

　
新
学
部
学
科
設
置
等
準
備
室

　
☎
㉕
５
９
２
４

大
学
院
社
会
人
入
試
募
集

　
本
学
の
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発

研
究
科
（
北
東
ア
ジ
ア
専
攻
・
地
域

開
発
政
策
専
攻
）
で
は
、
社
会
人
特

別
選
抜
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
本
学

大
学
院
で
は
社
会
人
が
修
学
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、
実

際
に
こ
の
入
試
に
よ
り
合
格
さ
れ
た

社
会
人
が
学
修
・
研
究
活
動
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
出
願
手
続
や
試
験
科
目
は
、
学
生

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　
令
和
３
年
１
月
６
日
㈬
〜
12
日
㈫

試
験
日　
令
和
３
年
１
月
30
日
㈯

問
合
せ　
教
務
課　
☎
㉔
２
２
１
３ 大学院入試情報

25 広報はまだ：令和２年11月号 24広報はまだ：令和２年11月号
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.287

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

動
く
木
の
ア
ー
ト
展　
開
催
中

　
「
木
の
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
展

開
す
る
木
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
弾
。
本
展
は
「
動
く
」
作
品
に

焦
点
を
当
て
木
や
地
域
の
魅
力
に
迫

り
ま
す
。

　
つ
ち
や
あ
ゆ
み
さ
ん
の
「
歯
車
の

オ
ル
ゴ
ー
ル
」
は
ハ
ン
ド
ル
を
回
す

と
歯
車
が
回
転
し
音
を
奏
で
ま
す
。

木
板
は
ド
レ
ミ
の
音
階
で
調
律
さ
れ

て
い
て
、
並
び
変
え
る
と
作
曲
す
る

こ
と
も
で
き
る
楽
し
い
作
品
で
す
。

歯車のオルゴール

　
吉
竹
宏
泰
さ
ん
の
迷
路
を
進
む
大

型
作
品
は
大
人
気
。
迷
路
に
な
っ
た

木
の
天
板
を
２
、
３
人
で
力
を
合
わ

せ
て
動
か
し
な
が
ら
コ
マ
を
ゴ
ー
ル

へ
導
き
ま
す
。
コ
マ
が
途
中
で
止

ま
っ
た
り
、
天
板
か
ら
落
ち
な
い
よ

う
に
し
た
り
と
ゲ
ー
ム
性
が
あ
り
家

族
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

コマの迷路の作品

会
期　
令
和
３
年
１
月
11
日
㈷
ま
で

料
金　

　
一
般(

大
学
生
以
上)
３
０
０
円

　
小
学
生
〜
高
校
生　

２
０
０
円

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
の
カ
ッ
タ
ー
台
》

　
木
を
組
立
て
て
つ
く
ろ
う
。

◎
１
日
㈰
・
３
日
㈷

《
お
絵
描
き
マ
グ
カ
ッ
プ
》

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
カ
ッ
プ
を
つ
く

ろ
う
。

◎
７
日
㈯
・
８
日
㈰

《
木
の
キ
ュ
ー
ブ
パ
ズ
ル
》

　

４
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
に
絵
を
描
い
て

立
体
パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う
。

◎
14
日
㈯
・
15
日
㈰

木のキューブパズル

《
木
と
針
金
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド
》

　
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
針
金
を
つ
け
て

メ
モ
ス
タ
ン
ド
を
つ
く
ろ
う
。

◎
21
日
㈯
〜
23
日
㈷

木と針金の
メモスタンド

《
ゆ
ら
ゆ
ら
木
の
モ
ビ
ー
ル
》

　
木
に
色
を
ぬ
っ
て
卓
上
モ
ビ
ー
ル

を
つ
く
ろ
う
。

◎
28
日
㈯
・
29
日
㈰

会
場　
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

参
加
費　
３
０
０
円

定
員　
20
人

※　
全
て
の
活
動
の
時
間
は
午
後
１

時
〜
４
時
で
す
。
参
加
申
込
は
当

日
、
会
場
で
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま

す
。
感
染
症
対
策
の
た
め
、
満
席

の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

　

２
階
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で

は
展
覧
会
関
連
の
限
定
商
品
や
工
作

キ
ッ
ト
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

ミュージアムショップ

11
月
の
休
館
日

月
曜
日

　

２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

振
替
日　
４
日
㈬
・
24
日
㈫　

・
本
展
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
１

日
を
８
つ
の
時
間
枠
に
区
切
り
、

そ
の
時
間
枠
で
入
場
を
お
願
い
す

る
日
時
指
定
の
予
約
制
展
覧
会
で

す
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、

お
電
話
に
て
予
約
の
上
、
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

・
各
回
４
組
（
１
組
２
人
〜
６
人
）

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
体
験
時
間
45
分
間
の
入
替
制
で
す
。

・
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
の
入
館

は
お
控
え
い
た
だ
き
、
来
館
の
際

に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

来
館
前
の
お
願
い

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,408 18,559 20,392 38,951
金 城 1,878 1,974 2,133 4,107
旭 1,353 1,358 1,314 2,672

弥 栄 662 579 635 1,214
三 隅 2,813 2,796 2,998 5,794
合 計 26,114 25,266 27,472 52,738

（単位：人）
人　口（９月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
市
内
の
保
育

所
（
園
）、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
で
は
、
順
次
、
蛇
口
の

ハ
ン
ド
ル
を
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
三
階
小
学
校
の
児

童
が
真
剣
に
手
洗
い
を
し
て
い

る
様
子
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ

ま
め
な
手
洗
い
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

今
月
の
表
紙
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